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学校 4校の 3年課程および 2年課程の女子学生126名を対象に質問紙による調査を行った．学生の 自我の発達の度合いと し
てEPSI(Erikson Psychosocial Stage Inventory)の8尺度得点1)と， 小児看護実習におけるストレッサーに伴う対処行
動を構成する 4因子得点との関連を数量化理論第1類によ って解析した結果，同一性 (identity)の高値群は感情調整的態
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第 3因子 ：肯定的態度 (CF3と略す）では，ストレ
看護学生の自我の発達と対処行動 31 
表 1 ストレ ッサーに関する各質問の因子負荷量
質 問 因子負荷絨 梁禾jIt寄与率固有値
第 1因子 知織，技術の不足による自信のな さと，臨床指砕者からの評価 20.4% 8.99 
(SF 1) 
Q22 臨床指森者か ら1質問されると評価されるような気がした 0 658 
Q24 他の学生はうま〈やってい るのに，自分だけが失敗しそうな気かし 0 780 
た
Q25 患児に援助を実施するときに，専門的知識や自信がなか った 0.709 
Q27 自分の失施したことが．まちがっているのではないがあるいは何 0.670 
か大切なことを忘れているのではないかと思った
Q28 臨床指森者から質問された時，質問の意図かわからず，臨床指母者 0 650 
をイライラさせてしまうのではと思った
Q29 臨床指砕者に’投問すると逆に質問されるのではと思った 0.665 
第 2因子 子供の拒否的態炭と母親の祝線 (SF2) 30 9% 4 60 
Q30.患児は言菓で表現しにくいのて，どうして欲しいか分からなかった 0.498 
Q36 患児へのケアを母親にじ っと見られていた 0.475 
Q37 子どもはわがままで婦い 0 647 
Q39 子どもの泣き声が気になる 0 603 
Q40 子どもか1サ親から離れない 0 545 
Q42 子どもに I|］かれた 0.595 
Q44 ケアする時，暴れて困った 0.594 
第 3因子 学古課題の多さと教貝からの評価 (SF3) 40.9% 4 38 
Q 1 短期間に多〈のことを勉強しなければならなかった 0 573 
Q 3 教貝から質1ilされた 0.653 
Q 6 教貝から厳しく注邸された 0 644 
表 2 対処行動に関する各質問の因子負荷呈
質 問 因子共荷砿 累柏奇与率 固有値
第 1因子 ：感梢調整的態度 (CF1) 15.6% 3.94 
Q 5.自分の気持ちをす っき りさせてくれる 人をみつけようとした 0.638 
Q 6 . 事態 をも っ とは っき りつかもうと 思って ， iii•かに話しかけた 0.750 
Q 12.その問題について，具体的に何か出米る人に相談した 0.652 
Q 15.自分が信頼している知人や友人に助言を求めた 0.804 
Ql6.自分がどんな気持ちであ ったかを，誰かに話したりした 0.803 
第 2囚子認知的態度 (CF2) 30 4% 3 70 
Q 10 その場その場をとりつくろうために，謝ったり何とかしようとした 0.671 
Qll 自分か問題を起こしていることに気付いた 0 720 
Ql9 このようなことは二度とするまいと 心に決めた 0 812 
Q20 施す術かなか ったので事態 をあ りのままに受けた 0 590 
Q21 自分のイライラした気持ちが，ほかのことの防けにならないよう に 0 649 
努めた
第 3因 子肯定的態度 (CF3) 40 0% 2 43 
Q 4.必すしもうまくい〈とは思わなかったが，少なくとも何とかしよう 0 639 
と努力した
Q 7.どんな不幸のなかにも明るい反面のあることを信じて物事の良い面 0 582 
を見るように努めた
第 4因子防衛的態度 (CF4) 49.2% 2 27 
Q 3 時がたてば事態は変わるだろう と思って．何 もしないで黙っていた 0 605 
Q 9 すべてを忘れてしまおうとした 0 658 
Ql4 自分自身か傷ついた りする こと のないように，そのことについてあ 0 752 
まり考えないようにした









図 1, 2, 3, 4はストレ ッサーに伴う対処行動の
各因子得点のそれぞれについて偏相関係数および重み
値のレンジが大きい要因に注目し， EPSI得点の各群の
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図 1 対処行動得点 (CF 1) と EPSI得点との関連
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註）L:低値群， M ・中等値群， H:高値群
図 3 対処行動得点 (CF 3) と EPSI得点との関連
で， CF3に対して否定的に反応する対処行動をと った
と考えられる．
図 1, 2, 3, 4に示すように自律性の度合いは，
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図 1, 2, 3, 4に示すように，同一性の高値群は























図2, 3, 4に示すように，生殖性の高値群は， CF
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